


　読売日本交響楽団の約 21 年振りとなる会津若松公演。 會津風雅堂の３０周年を記念し、 クラシック音楽史において

最高傑作のひとつとされるモーツァルトの傑作 「ジュピター」 などを演奏します。 指揮は、 ドイツを拠点に活躍する新星 ・

熊倉優。 また前半には、 昨年イタリアのブゾーニ国際コンクールで第３位に輝き、 現在アメリカを拠点に研鑽を積んで

いる郡山市生まれの若手のホープ山﨑亮汰が登場。 日本を代表するオーケストラと世界で注目を浴びる２人の若き才

能が、 渾身の演奏を繰り広げ、 会場を大いに沸かすことでしょう。

　今回披露するのは、 「オール ・モーツァルト ・プログラム」。 モーツァルトが 16歳で作曲した爽快感にあふれた有名曲

「ディヴェルティメント K.136」 で開幕。 続いて、 木管の響きも印象的な古典派ピアノ協奏曲の逸品、 第 23 番を山﨑が

瑞々しいタッチで弾きこなし、 会場を至福のサウンドに包むことでしょう。 メインはモーツァルト最後の交響曲、 第 41 番

「ジュピター」。 熊倉のタクトが爽快感あふれる躍動的なリズムを生み、 読響から壮麗で輝かしい響きを引き出します。

　優美さと喜びに満ちたモーツァルトの魅力に迫る一夜、 どうぞご期待ください。

☆ 郡山市出身の若手のホープ ☆Ryota Yamazaki, Piano

Yomiuri Nippon Symphony Orchestra

Masaru Kumakura, Conductor
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